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• パリ協定がめざす長期目標（脱炭素化）とイノベーション
• イノベーションをいかに生み出すか（IRENA 2017; WIPO 2018ほか）

– R & Dのみならず技術のライフサイクル（イノベーション・プロセス）全
体を見通した施策の必要性

– R & Dの重要性はいうまでもない
• 今ある技術の普及の加速（コスト低減を含む）と新たな技術的ソリューション

– イノベーションを市場化・商業化する戦略・施策：市場・インフラ・制度
のイノベーションの重要性

• イノベーションの展開を可能とするインフラ、新たな基準やQC制度、規制措置
の設定など、民間の投資環境を支える制度（cf. 2050年自動車新時代戦略
（2018））

• イノベーションが必要とされる需要側への施策（市場創出の施策）

– 日本のクリーンテク・イノベーション力

• 脱炭素化の重点領域についてもできるかぎり具体的に目標・ビ
ジョンとその課題を明確化：これがイノベーションを促す

2

研究研究 開発開発 実証実証
市場
開発
市場
開発

市場
での
普及

市場
での
普及



パリ協定の長期目標から見えるもの

3出典：OECD/IEA and IRENA, 2017における国際エネルギー機関（IEA）の分析を基に高村加筆

各国が予定する対策が実施さ
れる場合の排出量の見通し

66%の確度で長期目標（2℃目標）を
達成する想定の排出量の見通し

エネルギー効率改善

再生可能エネルギー

炭素回収貯留（CCS）

燃料転換

原子力

その他

長期目標の明確化でどこにイノベーションが必要かが見えてくる
2014年-2050年でエネルギー効率を年平均2.5％改善（過去15年の約3.5倍）
2050年までに電気のほぼ95％が低炭素電気に

現状とめざす未来との間の
ギャップ（ギガトンギャップ）



日本のクリーンテク・イノベーション力

4出典: CleanTech Group and WWF (UNIDO, ADBほかとも協力), 2017
(The Global Cleantech Innovation Index 2017) を基に高村が加筆修正

世界12位、アジアでは韓国に次ぐ2位
環境関連特許は実数でもGDP比でも世界一
イノベーションは起きているが、その商業化に課題

クリーンテクに関するイノベーション
促進要因

政府の政策
R & Dへの公的資金
民間資金へのアクセス
クリーンテク産業の編成など

クリーンテク・イノベーションが
起きているか

初期段階の民間投資
環境関連特許など

クリーンテク・イノベーションが
商業化されているか

クリーンテクの輸出入
再エネ消費量
商業化への投資
クリーンテク企業
雇用者数など


